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みやぎの林業だより

　
大
崎
森
林
組
合
に
お
い
て
は
、
平

成
二
十
五
年
度（
繰
越
）森
林
整
備
加

速
化
・
林
業
再
生
事
業（
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
施
設
等
整
備
）を
活
用

し
て
遊
休（
休
眠
）施
設
で
あ
る
製
材

所
施
設（
旧
鳴
子
森
林
組
合
内
）を
改

築
し
、
低
コ
ス
ト
な
木
質
チ
ッ
プ
の

製
造
と
管
内
施
設
と
の
連
携
を
計
画

し
ま
し
た
。

　
大
崎
市
内
に
豊
富
に
あ
る
木
質
資

源
を
有
効
活
用
し
、
大
崎
市
田
尻
地

区
に
あ
る
日
帰
り
温
泉
施
設「
さ
く

ら
の
湯
」の
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

（
ス
イ
ス
製
）に
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
灯
油
使
用
量
の
低
減
と
温

室
効
果
ガ
ス
等
の
削
減
を
推
進
す
る

も
の
で
す
。

【
チ
ッ
プ
生
産
・
供
給
の
概
要
】

〇
生
産
見
込
み
　
七
五
〇
〇
㎥
／
年

　
　
う
ち｢

さ
く
ら
の
湯｣

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
五
〇
〇
㎥
／
年

〇
原
木
供
給
体
制（
計
画
）

　
森
林
組
合
　
　
二
〇
〇
〇
㎥
／
年

　
自
伐
林
家
等
　
　
七
〇
〇
㎥
／
年

　
※
加
護
坊
温
泉「
さ
く
ら
の
湯
」と

は
五
年
間
の
使
用
契
約
保
証

協
定
を
締
結

　
東
松
島
市
で
は
、
買
取
方
式
に
よ

る
木
造
災
害
公
営
住
宅
九
十
一
戸

の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
平
成

二
十
六
年
三
月
に
締
結
さ
れ
た
東
松

島
市
と
の
整
備
協
定
に
基
づ
き
、
地

元
の
工
務
店
や
設
計
事
務
所
か
ら
な

る
東
松
島
市
工
務
店
協
同
組
合
が
設

計
・
施
工
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
間
取
り
に
よ
り
二
階
建
て
、
平
屋

建
て
の
各
タ
イ
プ
が
あ
り
、
牛
網
地

区
二
十
九
戸
、
矢
本
西
地
区
四
十

戸
、
宮
戸（
月
浜
、
室
浜
、
大
浜
）地

区
二
十
二
戸
が
協
同
組
合
の
組
合
員

で
あ
る
地
元
の
工
務
店
に
よ
り
施
工

中
で
す
。
住
宅
は
平
成
二
十
七
年
三

月
に
完
成
予
定
で
、
外
構
工
事
な
ど

を
実
施
の
後
、
同
年
七
月
に
東
松
島

【
稼
働
計
画
】

　
平
成
二
十
七
年
一
月
下
旬

　
　
操
業
時
の
騒
音
及
び
振
動
を
測

定
調
査

　
平
成
二
十
七
年
二
月
中
旬

　
　
チ
ッ
プ
製
造
施
設
開
所
式

　
平
成
二
十
七
年
二
月
下
旬

　
　
供
給
先
ボ
イ
ラ
ー
施
設
完
成

　
平
成
二
十
七
三
月
十
日（
火
）

　
　
さ
く
ら
の
湯
木
質
ボ
イ
ラ
ー
運

転
開
始

　
平
成
二
十
七
年
四
月
～

　
　
本
格
的
な
チ
ッ
プ
供
給
開
始

　（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）

市
に
引
き
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
災
害
公
営
住
宅
に
は
、
材
料

の
一
部
に
東
松
島
市
産
材
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
災
害
公
営
住
宅
に
地
元

の
木
材
を
使
い
た
い
と
い
う
市
の
意

向
に
よ
り
森
林
経
営
計
画
を
策
定

し
、
工
事
に
間
に
合
う
よ
う
に
平
成

二
十
六
年
九
月
か
ら
間
伐
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　
搬
出
さ
れ
た
間
伐
材
は
、
協
力
製

材
工
場
や
協
同
組
合
と
協
定
を
結
ん

だ
合
板
工
場
に
搬
入
し
、
製
材
や
合

板
に
し
て
公
営
住
宅
の
材
料
の
一
部

に
し
て
い
ま
す
。
市
産
材
が
不
足
す

る
柱
や
梁
、
下
地
合
板
に
は
優
良
み

や
ぎ
材（
県
産
材
）を
使
用
し
て
お

り
、
建
物
全
体
と
し
て
は
、
県
産
材

と
市
産
材
を
合
わ
せ
て
七
十
㌫
以
上

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）

東
松
島
市
工
務
店
協
同
組
合
に
よ
る

木
造
災
害
公
営
住
宅
の
整
備

地
域
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

　
　
　
　
　
資
源
を
活
用
す
る

　
　
大
崎
森
林
組
合
の
取
組

木工事が終わり内装工事が進む
公営住宅（牛網地区）

災害公営住宅向け市有林の間伐調査
（東松島市有林）
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みやぎの林業だより

　
登
米
市
木
造
災
害
公
営
住
宅
は
、

平
成
二
十
六
年
五
月
の
第
一
期
十
棟

に
続
き
、
十
一
月
に
第
二
期
二
十
二

棟
の
完
成
を
迎
え
、
完
成
を
心
待
ち

に
さ
れ
て

い
た
被
災

者
の
方
々

に
旧
年
中

に
入
居
い

た
だ
く
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

　
入
居
さ

れ
た
皆
様

に
は
、
木

の
温
も
り

に
包
ま
れ

た
新
居
で

久
し
ぶ
り

に
ゆ
っ
く

り
と
し
た

新
年
を
お

迎
え
す
る

こ
と
が
で

き
た
こ
と

と
思
い
ま

す
。

　
建
築
を

 

平
成
二
十
六
年
度

　

  

農
林
水
産
物
品
評
会

担
当
し
た
の
は「
登
米
市
木
造
災
害

公
営
住
宅
建
設
推
進
協
議
会
」で
す
。

林
業
・
木
材
・
製
材
・
建
築
の
各
業

界
が
力
を
合
わ
せ
オ
ー
ル
登
米
市
と

し
て
取
り
組
み
、
発
注
元
で
あ
る
登

米
市
役
所
と
の
連
携
に
よ
る
買
取
方

式
の
導
入
や
、
木
材
使
用
量
の
八
十

㌫
以
上
を
優
良
な
登
米
市
産
材
と
す

る
な
ど
、
森
林
豊
か
な
登
米
市
な
ら

で
は
の
全
三
十
二
棟
を
完
成
さ
せ
、

震
災
か
ら
の
復
興
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
十

月
、「
県
産
材
利
用
促
進
功
労
者
」

と
し
て
県
知
事
か
ら
表
彰（
本
誌
第

二
〇
四
号
参
照
）さ
れ
ま
し
た
。

　
　（
東
部
地
方
振
興
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所
）

　
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
一
環
と
し
て
、
昨
年
十
月
十
七
日
、

農
林
水
産
物
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
品
評
会
は
、
生
産
者
の
生

産
意
欲
の
高
揚
と
生
産
技
術
の
向
上

を
目
的
と
し
、
今
年
で
六
十
六
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
原
発
事
故
後
、
県
内
の
生
産
現
場

で
は
、
県
外
か
ら
汚
染
さ
れ
て
い
な
い

生
産
資
材
を
購
入
し
、
栽
培
工
程
管

理
に
よ
り
、
安
全
な
し
い
た
け
の
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
県

内
各
地
域
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
生
し

い
た
け
三
十
三
点
、
く
り
一
点
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
当
品
評
会
で
、
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
角
田
市
の
遠
藤
さ
ん
は
、

原
発
事
故
後
、
風
評
被
害
が
続
く
県

南
地
域
か
ら
、
苦
難
を
乗
り
越
え
て
の

受
賞
で
あ
り
、
生
産
に
対
す
る
常
に
前

向
き
な
姿
勢
と
、
長
年
培
っ
た
原
木
し

い
た
け
栽
培
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
出
品
さ
れ
た
生
し
い
た
け

は
、い
ず
れ
も
肉
厚
で
品
質
の
優
良
な

も
の
が
多
く
、
生
産
者
の
皆
様
の
日
頃

の
御
努
力
が
う
か
が
え
る
内
容
で
し

た
。

　
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞

　
角
田
市
　
遠
藤
　
敏
行
　
氏

林
野
庁
長
官
賞

　
大
和
町
　
浅
井
　
松
子
　
氏

食
用
茸
協
同
組
合
長
賞

　
大
崎
市
　
佐
々
木
　
郭
　
氏

森
林
組
合
連
合
会
長
賞

　
大
和
町
　
早
坂
　
誠
吉
　
氏

林
業
振
興
協
会
長
賞

　
登
米
市
　
高
橋
　
龍
朗
　
氏

特
用
林
産
振
興
会
長
賞

　
大
和
町

　（
農
）七
ッ
森
菌
床
椎
茸
生
産
組
合

（
林
業
振
興
課
地
域
林
業
振
興
班
）

オ
ー
ル
登
米
市
に
よ
る

木
造
災
害
公
営
住
宅
が

全
棟
完
成
！

上棟式（撒餅） 登米市産材をふんだんに活用

農林水産大臣賞を受賞した
角田市の遠藤敏行さん御夫妻

木造災害公営住宅
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みやぎの林業だより

　
仙
台
管
内
で
は
、
平
成
二
十
四
年

四
月
二
十
七
日
に
仙
台
市
及
び
名
取

市
で
原
木
し
い
た
け（
露
地
栽
培
）の

出
荷
制
限
指
示
が
出
さ
れ
て
以
降
、

現
在
も
管
内
五
市
町
村
に
お
い
て
出

荷
制
限
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
打
開
し
、
一
日
も
早
い
出

荷
再
開
を
実
現
す
る
た
め
、
当
所
で

は
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
市
町
村
等
の
関

係
者
と
連
携
し
、
制
限
解
除
に
向
け

た
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
八
月
六
日
に
は
、

林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
館
に

お
い
て
、
関
係
市
町
村
や
生
産
者
等

（
二
十
名
）に
対
し
て
研
修
会
を
開
催

し
、
制
限
解
除
に
向
け
た
流
れ
や
ポ

イ
ン
ト
、
放
射
性
物
質
低
減
化
の
取

組
事
例
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
い

ま
し
た
。

　
九
月
十
八

日
に
は
、
仙

台
農
協
椎
茸

生
産
組
合
主

催
の
勉
強

会
に
お
い

て
、
Ｊ
Ａ
職

員
や
組
合
員

（
十
四
名
）

と
、
取
組
状
況
や
課
題
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
三
日
に
は
、
先
行
し
て

取
組
を
進
め
て
い
る
生
産
者
や
市
町

村
を
対
象
と
し
た
解
除
事
務
勉
強
会

を
開
催
し
、
具
体
的
な
手
続
き
の
進

め
方
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
等
の
開
催
と
併
せ

て
、
生
産
者
に
対
す
る
現
場
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
調

整
を
進
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の

取
組
の
結

果
、
管
内

の
生
産
者

二
十
四
名
の

う
ち
十
三
名

が
汚
染
ほ
だ

木
の
撤
去

や
ほ
だ
場
の

低
減
化
作
業
、
ほ
だ
木
及
び
子
実
体

の
測
定
等
、
再
開
に
向
け
た
作
業
に

取
り
組
み
始
め
て
お
り
、
う
ち
三
名

（
仙
台
市
二
名
、
大
和
町
一
名
）が
年

度
内
に
国
か
ら
出
荷
制
限
解
除
指
示

が
出
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
二
月
二
日
に
は
、
仙
台
市
に

お
い
て
生
産
推
進
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、
ま
た
、
二
月
下
旬
に
は
大
和
町
で

も
協
議
会
組
織
が
設
立
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
、
生
産
者
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
早
期
解
除
に
向

　
二
月
三
日（
火
）、
登
米
市
東
和
町

米
川
地
内
に
お
い
て
、
生
産
再
開
希

望
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
登
米
市
は
、
昨
年
八
月
に
県
内
で

い
ち
早
く
出
荷
制
限
が
一
部
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
回
、
生
産
を
再
開

す
る
農
林
家
を
増
や
す
た
め
に
行
っ

た
も
の
で
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
、

登
米
市
職
員
な
ど
十
三
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
最
初
に
、
放
射
性
物
質
を
低
減
し

た
栽
培
管
理
に
つ
い
て
説
明
し
た

後
、
本
年
一
月
に
国
へ
出
荷
制
限
の

解
除
を
申
請
し
た
ば
か
り
の
同
市
の

芳
賀
裕
氏
を
講
師
に
、
原
木
の
管
理

か
ら
植
菌
作
業
・
伏
せ
込
み
な
ど
一

連
の
作
業
や
新
設
し
た
人
工
ほ
だ
場

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
芳
賀
氏
か
ら
は「
ほ
だ
木
は
、
地

面
か
ら
約
二
十
㌢
離
す
な
ど
、
ま
ず

は
土
と
の
接
触
を
避
け
る
こ
と
が
重

要
」と
の
指
摘
が
あ
っ
た
ほ
か
、「
原

木
さ
え
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
解

除
は
難
し
く
な
い
は
ず
」と
体
験
を

踏
ま
え
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
登
米
市
の
支
援
事
業
に

つ
い
て
市
職
員
か
ら
、
き
の
こ
原
木

の
補
助
事
業
等
に
つ
い
て
事
務
所
か

ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
補
助
事
業
の
手

続
き
は
難
し
い
の
か
」「
人
工
ほ
だ

場
の
設
置
を
検
討
し
た
い
」「（
出
荷

制
限
解
除
の
単
位
で
あ
る
）一
ロ
ッ

ト
と
は
最
低
何
本
か
？
」「
補
助
事

業
を
活
用
し
、
き
の
こ
原
木
を
購
入

し
た
い
」と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見

や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
、
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
、

産
地
の
再
生
に
向
け
、
生
産
再
開
希

望
者
全
員
の
出
荷
制
限
解
除
を
目
指

し
て
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　（
東
部
地
方
振
興
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所
）

原
木
し
い
た
け（
露
地
栽
培
）

出
荷
制
限
の
早
期
解
除
に
向
け
て

～
仙
台
管
内
に
お
け
る
取
組
～

～
登
米
管
内
に
お
け
る
取
組
～

け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）

生産者の取組を個別に支援

研修会における説明状況

研修会の状況
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みやぎの林業だより

　
今
年
度
、
北
部
地
方
振
興
事
務
所

で
は
、
地
方
振
興
部
と
林
業
振
興
部

が
連
携
し
て
、「
お
お
さ
き
山
の
幸

販
路
拡
大
支
援
事
業
」を
展
開
し
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
宮
城
県

が
開
発
し
た
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ（
み
や

ぎ
Ｌ
Ｄ
二
号
）の
生
産
及
び
販
売
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
生
産
拡
大
で
は
、
大
崎
市
の「
一

栗
な
め
こ
生
産
組
合
」、
加
美
町
の

「
山
の
幸
研
究
会
」及
び「
下
新
田
え

の
き
茸
生
産
組
合
」に
菌
床
を
支
給

し
て
、
実
証
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
、
約
一
七
〇
㌕
の
ハ
タ
ケ
シ

メ
ジ
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と

な
り
、
中
新
田
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
等

と
品
質
や
生
産
量
の
安
定
し
た
菌
床

生
産
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
販
売
促

進
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い

て
は
、
昨

年
十
二
月

七
日（
日
）

に
加
美
町

の
や
く
ら

い
土
産
セ

ン
タ
ー
、
二
十
三
日（
祝
日
）に
仙
台

市
泉
区
寺
岡
の
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
ジ
サ
キ
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ハ
タ
ケ
シ
メ

ジ
を
使
っ
た「
き
の
こ
汁
」と「
お
こ

わ
」の
試
食
を
提
供
し
、
実
際
に
そ

の
美
味
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
、
大
好
評
で
あ
り
、
フ
ジ

サ
キ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
用
意
し
た

ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ（
三
五
○
円
、
二
十

パ
ッ
ク
）が
完
売
し
ま
し
た
。

　
栗
原
地
域
は
、
平
成
二
十
年
の
岩

手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
更
に
そ
の
三

年
後
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
、
二
度
に
わ
た
り
大
き
な
被

害
を
被
り
ま
し
た
。

　
栗
原
地
域
事
務
所
で
は
、
こ
の
震

災
を
乗
り
越
え
よ
う
と
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
栗
原
の
人

達
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
内
陸
地

震
の
震
源
と
な
っ
た
栗
駒
山
の
現
在

の
状
況
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
年
に
一
度
、
一
般
の
参
加
者

を
募
り
初
夏
の
栗
駒
山
麓
や
築
館
の

き
の
こ
生
産
施
設
を
巡
る
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
三
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
紅
葉

の
季
節
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、

十
月
十
八
日
、
栗
原
市
内
や
仙
台
方

面
か
ら
の
公
募
に
よ
る
参
加
者
十
二

名
を
対
象
に
、「
秋
の
栗
原
、
大
自
然

と
お
い
し
い
食
材
生
産
現
場
見
学

会
」と
題
し
て
、
栗
駒
耕
英
地
区
の

山
林
崩
壊
地
や
築
館
の
な
め
こ
生
産

施
設
等
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
見
学
会
当
日
の
耕
英
地
区
は
紅
葉

が
真
っ
盛
り
で
天
候
に
も
恵
ま
れ
た

こ
と
か
ら
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

の
大
規
模
地
す
べ
り
で
崩
壊
し
た
山

林
及
び
復
旧
工
事
の
施
工
状
況
を
、

荒
砥
沢
ダ
ム
の
湖
畔
等
か
ら
一
望
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栗
原
市
築
館
の「
築
館
な

め
こ
生
産
組
合
」で
は
、
施
設
内
で

の
な
め
こ
栽
培
の
方
法
を
、
放
射
能

汚
染
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
も
交
え

て
説
明
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
組
合

の
御
協
力
に
よ
り
、
参
加
者
に
よ
る

な
め
こ
の
収
穫
体
験
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
に
現
場

で
見
て
感
じ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
た
」「
何
気
な
く
購
入
し
て
い

る
な
め
こ
も
、
大
変
な
苦
労
に
よ
っ

て
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」な
ど
の
意
見
を
頂
く
こ
と
が
で

き
、
元
気

を
取
り
戻

し
つ
つ
あ

る
栗
原
の

森
林･

林

業
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

　
　（
北
部
地
方
振
興
事
務
所

栗
原
地
域
事
務
所
）

ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
の

生
産
及
び
販
売
拡
大
に
向
け
て

　
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
は
、
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
と
し
た
食
感
が
特
徴
で
、
和
食
は

も
と
よ
り
、
洋
食
に
も
よ
く
合
う
き

の
こ
で
す
。
ま
た
、
放
射
性
物
質
の

影
響
も
受
け
に
く
い
こ
と
か
ら
、
来

年
度
に
お
い
て
も
、
更
な
る
生
産
及

び
販
売
の
拡
大
に
向
け
、
当
事
務
所

の
中
心
的
な
活
動
と
し
て
、
取
り
組

ん
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）

「
秋
の
栗
原
、
大
自
然
と

お
い
し
い
食
材
生
産
現
場
見
学
会
」

　
　
　
　

  

を
開
催
し
ま
し
た

参加者がなめのこ収穫を体験

販売促進イベントの様子
(フードマーケットフジサキ寺岡店）

ハタケシメジ（ふうた）
レシピ集を添えて販売しました。
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みやぎの林業だより

　
林
野
庁
の
主
催
、
本
県
の
運
営
に

よ
る「
林
業
普
及
指
導
員
東
北
・
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
、

仙
台
市
内
の
パ
レ
ス
宮
城
野
を
メ
イ

ン
会
場
に
六
十
名
の
参
加
を
得
て
、

九
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
東
北
六
県

及
び
北
海
道
の
林
業
普
及
指
導
員
が

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
意

見
交
換
等
を
通
じ
て
今
後
の
普
及
指

導
活
動
の
推
進
に
活
か
す
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
、
本
県
で
の
開
催

は
十
一
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は「
林
業
普
及
指
導
事
業

に
お
け
る
森
林
総
合
監
理
士
等
の
活

動
の
取
組
」を
テ
ー
マ
に
、
各
道
県

か
ら
選
ば
れ
た
代
表
に
よ
る
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
福

島
県
の
佐
川
大
三
さ
ん
が
選
ば
れ
、

十
二
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
と
し
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
林
野
庁
に
よ

る
森
林
総
合
監
理
士
や
林
業
普
及

指
導
員
関
係
の
情
報
提
供
を
基
に
、

国
・
県
を
問
わ
ず
活
動
で
抱
え
る

問
題
点
等
に
つ
い
て
、
熱
い
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
視

察
で
は
、
仙
台
森
林
管
理
署
が
取
り

組
ん
で
い
る
海
岸
防
災
林
再
生
植
樹

地「
社
会
貢
献
の
森
」や
岩
沼
市
が
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
整
備
し
て
い

る「
千
年
希
望
の
丘
植
樹
地
」を
視
察

し
た
ほ
か
、「
海
岸
林
再
生
へ
向
け

た
コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用
」に
つ
い
て
、

県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合
長
か
ら

講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
一
同
、
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
、
盛
会

裡
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
了
し
ま
し

た
。

　
宮
城
県
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か

ら
間
伐
等
の
事
業
地
の
集
約
化
に
よ

り
事
業
量
を
確
保
し
、
木
材
の
販
売

戦
略
を
も
立
案
で
き
る
経
営
感
覚
に

長
け
た
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
「
ト
ー
タ

ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」の
育
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
研
修
生
十
名
が
七
月

か
ら
一
月
ま
で
の
七
箇
月
、
延
べ

十
二
日
間
に
わ
た
り
技
能
と
知
識
を

習
得
し
ま
し
た
。

　
研
修
は
、「
集
約
化
施
業
」、「
間
伐

と
作
業
シ
ス
テ
ム
」、「
森
林
作
業
道

の
開
設
」、「
経
営
と
木
材
の
有
利
販

売
」の
四
部
門
で
広
範
多
岐
に
渡
り

ま
す
。

　
ま
た
、
講
義
や
現
場
研
修
で
は
、

提
案
型
集
約
化
施
業
に
先
進
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
秋
田
県
雄
勝
広
域

森
林
組
合
の
担
当
課
長
、
森
林
作
業

道
作
設
に
熟
練
さ
れ
て
い
る
宮
城
県

森
林
組
合
連
合
会
の
作
業
統
括
班
長

な
ど
を
講
師
に
お
招
き
し
、
実
践
的

な
研
修
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。

　
当
研
修
は
今
年
度
で
終
了
し
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
養
成
さ
れ
た
六
十

名
の
ト
ー
タ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
、
研
修
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を

存
分
に
発
揮
し
、
地
域
林
業
の
け
ん

引
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

普
及
指
導
チ
ー
ム
）

　（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

 

普
及
指
導
チ
ー
ム
）

平
成
二
十
六
年
度 

林
業
普
及
指
導
員

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
本
県
に
て
開
催
！

日
頃
の
活
動
成
果
を
披
露

熱気に包まれる会場

施業団地の目標設定を演習中の受講生たち

地
域
林
業
を
け
ん
引
す
る
！！

  

ト
ー
タ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
を
認
定

認定式後の記念撮影
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みやぎの林業だより

　
林
業
労
働
災
害
の
発
生
割
合
は
全

て
の
産
業
の
中
で
最
も
高
く
、
平
成

二
十
六
年
の
林
業
労
働
災
害
の
う
ち

死
亡
災
害
は
全
国
で
四
十
四
件
発

生
し
て
お
り
、
前
年
の
三
十
九
件
を

上
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
管
内
で

は
二
件
の
重
大
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、
う
ち
一
件
は
死
亡
事
故
で
し

た
。

　
林
業
事
業
体
で
は
、
災
害
防
止
の

た
め
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
当
事
務
所
で
は
、
作
業
別
の
安

全
作
業
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
六
日

か
ら
三
日
間
、
六
事
業
体
に
対
し
巡

回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
現
場
で
は
、
間
伐
作
業
の
ほ
か
、

高
台
移
転
や
三
陸
道
開
設
に
係
る

皆
伐
作
業
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
各
事
業
体
で
は
、
労
働
災
害

発
生
防
止
対
策
と
し
て
、
現
場
に
入

る
際
の
危
険
予
知
活
動
や
、
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
事
例
を
共
有
す
る
た
め
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
の

取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
継
続
的

に
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
林
野
庁
が
平
成
二
十
五
年
度
か
ら

始
め
た「
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能

発
揮
対
策
交
付
金
」は
、
森
林
所
有

者
の
森
林
へ
の
関
心
や
活
動
を
取
り

戻
し
、
民
間
団
体
の
協
力
も
得
て
、

里
山
林
の
保
全
管
理
や
資
源
利
用
の

活
動
を
促
す
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
交
付
金
事
業
の
推
進

に
向
け
地
域
協
議
会（
事
務
局
は
県

緑
化
推
進
委
員
会
）と
連
携
し
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
初
年
度（
平
成

二
十
五
年
度
）十
四
団
体
を
皮
切
り

に
、
今
年
度
は
三
十
団
体
ま
で
取
組

団
体
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
で
は
、
森
林
作
業
の

基
本
の
理
解
と
、
よ
り
安
全
な
活
動

の
実
施
に
向
け
、
一
月
二
十
七
日
、

仙
台
市
内
で
研
修
会
を
開
催
し
、

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
九
団
体

四
十
七
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
一
部「
安
全
講
習
会
」で
は
、
林

業
安
全
管
理
指
導
専
門
家
の
安
部
様

か
ら
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
刈
払
機
に
よ

る
事
故
事
例
が
後
を
絶
た
な
い
点

や
、
か
か
り
木
処
理
の
危
険
性
、
特

に
里
山
で
は
一
般
者
が
入
林
す
る

可
能
性
が
高
い
た
め
、
か
か
り
木
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
放
置
せ
ず

に
適
切
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
な

ど
の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働

災
害
防
止
協
会
宮
城
県
支
部
の
木
幡

様
か
ら
は
、
法
令
に
基
づ
く
林
業
作

業
に
必
要
な
講
習
等
の
解
説
と
、
安

全
な
作
業
を
行
う
た
め
に
も
積
極
的

な
受
講
が
望
ま
し
い
と
の
呼
び
か
け

が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
二
部「
情
報
交
換
会
」で
は
、
五

団
体
か
ら
活
動
状
況
の
紹
介
が
あ

り
、
意
見
や
提
案
、
他
地
域
で
の
取

組
を
今
後
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
同
様

の
課
題
へ
の
対
応
や
他
団
体
と
の
連

携
推
進
な
ど
に
お
い
て
大
い
に
役

立
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
今
後
益
々
充

実
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
県
で

は
、
地
域
協
議
会
と
今
後
も
緊
密
に

連
携
し
、
各
地
の
取
組
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
）

 

（
林
業
振
興
課
林
業
基
盤
整
備
班
）

森
林
・
山
村
の
多
面
的
機
能

発
揮
に
向
け
た
活
動
が
増
加

 
林
業
労
働
災
害
防
止
に
係
る

　
　
　
　 

巡
回
指
導
に
つ
い
て

  はい積作業

  玉切り作業

第一部 「安全講習会」

第二部 「情報交換会」
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みやぎの林業だより

　
宮
城
県
で
は
、
平
成
十
七
年
に
プ

ロ
野
球
チ
ー
ム「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
」が
誕
生
し
た
の

を
契
機
に
、
楽
天
野
球
団
の
活
躍
及

び
地
域
に
密
着
し
た
野
球
文
化
並
び

に
み
ど
り
の
文
化
の
末
永
い
発
展
を

願
い
、
県
内
各
地
に
お
い
て
、
地
域

住
民
や
子
供
達
と
の
協
働
に
よ
り
、

バ
ッ
ト
の
材
料
と
な
る
ア
オ
ダ
モ
を

主
と
し
た
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
十
年
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、
大

崎
市
と
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
緑

化
推
進
委
員
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

十
一
月
九
日
に
、
大
崎
市
内
の
少
年

野
球
チ
ー
ム
を
招
待
し
、
大
崎
市
岩

出
山
字
木
通
沢
地
内
の
市
有
林
に
お

い
て
、
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
楽
天
野
球
団
の
井
上
・

川
岸
両
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
や
、
毎

年
、
苗
木
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
る

仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
を
は
じ

め
、
こ
の
取
組
に
賛
同
し
協
力
を
頂

い
て
い
る
企
業
の
皆
様
な
ど
、
総
勢

約
一
七
〇
人
の
参
加
の
下
、
市
有
林

〇･

一
㌶
に
ア
オ
ダ
モ
及
び
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
合
計
一
五
〇
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
楽
天
野
球
団
主
催
の
野

球
教
室
が
開
催
さ
れ
、
地
元
の
野
球

少
年
達
は
将
来
の
プ
ロ
野
球
選
手
を

目
指
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
か
ら
熱

心
に
指
導
を
受
け
白
球
を
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。
　

　
今
回
の
植
樹
祭
で
は
、
こ
れ
ら
の

取
組
を
通
じ
て
、
地
域
と
球
団
と
の

交
流
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
地
域
の

協
働
に
よ
る
森
づ
く
り
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
県
の
森
林
は
、
人
工
林
の
約
八

割
が
収
穫
可
能
な
時
期
を
迎
え
る
な

ど
、
本
格
的
な
収
穫
の
段
階
に
入
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
林
業
経

営
の
悪
化
等
に
伴
い
、
長
伐
期
化
が

図
ら
れ
主
伐
が
進
ま
な
い
一
方
で
、
主

伐
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
植
栽
が

行
わ
れ
な
い
森
林
が
依
然
多
く
、
木

材
生
産
適
地
に
お
い
て
す
ら
再
造
林

実
施
率
は
五
割
を
超
え
る
程
度
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ま
ま
植
栽
に
よ
る
森
林
の
更

新
が
進
ま
な
い
こ
と
は
、
森
林
の
極

相
化
に
伴
う
生
態
系
の
安
定
性
上
良

い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
化
に
よ

る
成
長
量
の
低
下
に
よ
り
、
二
酸
化

炭
素
吸
収
機
能
が
低
下
す
る
と
い
っ

た
負
の
面
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

主
伐
が
行
わ
れ
、
雑
木
に
よ
る
天
然

更
新
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
成
長

の
よ
り
早
い
ス
ギ
等
の
植
栽
に
よ
る

更
新
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
二
酸
化

炭
素
吸
収
機
能
だ
け
で
な
く
水
源
か

ん
養
等
の
公
益
的
機
能
全
般
の
回
復

が
遅
れ
る
と
と
も
に
、
何
よ
り
も
将

来
の
県
産
材
資
源
が
枯
渇
し
、
こ
れ

ま
で
続
い
て
き
た
林
業
活
動
自
体
が

途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
県
の
林
業
・
木
材
産

業
の
復
興
に
向
け
、
県
産
材
需
要
に

応
え
て
い
く
た
め
に
、
間
伐
だ
け
で

な
く
主
伐
に
よ
る
県
産
材
原
木
の
供

給
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
皆
伐
を
中
心
と
し
た
主

伐
の
急
激
な
推
進
は
、
森
林
の
公
益

的
機
能
の
一
時
的
な
低
下
を
広
範
囲

に
渡
っ
て
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
り
、

下
流
域
へ
の
土
砂
流
出
等
、
県
民
生

活
の
へ
の
悪
影
響
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

当
課
と
し
て
も
、
い
か
に
環
境
に
配

慮
し
な
が
ら
森
林
の
更
新
を
推
進
し

て
い
く
か
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
た
め

の
県
の
施
策
の
実
現
に
向
け
て
、
関

係
者
の
皆
様
に
は
、
御
理
解
と
御
協

力
を
頂
き

ま
す
よ
う

お
願
い
申

し
上
げ
ま

す
。

（
森
林
整
備
課
森
林
育
成
班
）

森
林
の
適
切
な
更
新
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

　
植
樹
祭
を

　
　
開
催
し
ま
し
た
！

（
自
然
保
護
課
み
ど
り
保
全
班
）

み
や
ぎ
バ
ッ
ト
の
森

参加者全員で記念撮影左から井上コーチ・川岸コーチ
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みやぎの林業だより

林
野
火
災
跡
地
の
復
旧
に
向
け
て

～
諏
訪
部
防
災
林
造
成
事
業
が

　
　
　
　
　
　
　
完
了
し
ま
し
た
～

　
本
県
沿
岸
部
の
海
岸
防
災
林
は
、

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
対
し
、
背

後
地
の
津
波
被
害
を
軽
減
す
る
な
ど

一
定
の
効
果
を
発
揮
し
な
が
ら
も
、

約
千
四
百
㌶
に
わ
た
る
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　
本
県
で
は
被
災
し
た
治
山
防
潮
堤

の
復
旧
と
と
も
に
、
海
岸
防
災
林
の

早
期
再
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

の
度
、
東
松
島
市
大
曲
浜
の
被
災
し

た
防
潮
堤
の
復
旧
と
海
岸
防
災
林
の

基
盤
盛
土
造
成
つ
い
て
、
工
事
が
本

格
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
一
月
二
十
二
日
に
受
注
者
主
催

に
よ
る
全
四
工
区
合
同
の
安
全
祈
願

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
全
祈
願
式
で
は
、
東
松
島
市
の

阿
部
秀
保
市
長
、
県
議
会
の
渥
美
巖

副
議
長
、
県
農
林
水
産
部
の
吉
田
祐

幸
部
長
及
び
工
事
関
係
者
の
代
表
が

玉
串
奉
奠
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で

　
さ
ら
に
、
本
県
の
林
業
・
木
材
産

業
の
復
興
に
向
け
、
県
産
材
需
要
に

応
え
て
い
く
た
め
に
、
間
伐
だ
け
で

な
く
主
伐
に
よ
る
県
産
材
原
木
の
供

給
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
皆
伐
を
中
心
と
し
た
主

伐
の
急
激
な
推
進
は
、
森
林
の
公
益

的
機
能
の
一
時
的
な
低
下
を
広
範
囲

に
渡
っ
て
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
り
、

下
流
域
へ
の
土
砂
流
出
等
、
県
民
生

活
の
へ
の
悪
影
響
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

当
課
と
し
て
も
、
い
か
に
環
境
に
配

慮
し
な
が
ら
森
林
の
更
新
を
推
進
し

て
い
く
か
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
た
め

の
県
の
施
策
の
実
現
に
向
け
て
、
関

係
者
の
皆
様
に
は
、
御
理
解
と
御
協

力
を
頂
き

ま
す
よ
う

お
願
い
申

し
上
げ
ま

す
。

（
森
林
整
備
課
森
林
育
成
班
）

安
全
に
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
挨
拶
で
、
吉
田
祐
幸
部

長
は
、「
安
全
確
保
に
万
全
を
期
し

て
近
隣
の
生
活
環
境
に
配
慮
し
な

が
ら
立
派
な
海
岸
防
災
林
・
防
潮

堤
を
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
」と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
工
事
概
要
説
明

で
は
、
東
部
地
方

振
興
事
務
所
の

佐
藤
好
昭
副
所

長
が
、
復
旧
延
長

六
一
三
七
㍍
、
そ

の
う
ち
防
潮
堤

の
復
旧
延
長
は

五
二
七
八
㍍
、
堤

高
は
震
災
前
よ
り

一
㍍
高
い
七･
二

㍍
と
な
っ
て
お

り
、
背
後
地
に
は

四
十
三･

一
㌶
に

植
生
基
盤
造
成

の
た
め
の
盛
土

を
し
、
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

（
松
食
い
虫
）抵
抗

性
ク
ロ
マ
ツ
約

二
十
二
万
本
を
植

栽
す
る
こ
と
を
説

明
し
ま
し
た
。（森

林
整
備
課
治
山
班
）

「
大
曲
浜
海
岸
防
災
林
・
防
潮

堤
復
旧
工
事
」安
全
祈
願
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
二
十
一
年
四
月
、
県
南
の
角

田
市
諏
訪
部
地
区
で
過
去
四
番
目
の

規
模
と
な
る
林
野
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
現
地
が
保
安
林
で
あ
る
こ
と
や
、

下
流
に
人
家
、
田
畑
及
び
農
業
用
た

め
池
等
の
保
全
対
象
が
存
在
し
た
こ

と
か
ら
、
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所

で
は
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
治
山
事

業
に
よ
り
復
旧
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
二
十
六
年
度
で
無
事
に
事

業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
そ
の
事
業
の
内
容
で
す

が
、
渓
間
工
で
は
宮
城
県
内
で
は
珍

し
い
木
製
床
固
工
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　
県
内
産
ス
ギ
材
を
使
用
し
た
床
固

工
は
周
囲
の
環
境
に
よ
く
な
じ
ん
で

お
り
、
非
常
に
よ
い
景
観
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
植

栽
に
つ
い
て

も
、
焼
失
し

た
林
分
は
ほ

と
ん
ど
が
ス

ギ
で
し
た

が
、
沢
沿
い

に
は
ス
ギ
―

ケ
ヤ
キ
混
植
、
中
腹
に
は
ヒ
ノ
キ
、

尾
根
筋
に
は
コ
ナ
ラ
を
主
体
と
し
た

広
葉
樹
、
作
業
道
沿
い
に
は
並
木
状

に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
え
る
な
ど
、
適

地
適
木
に
配
慮
し
た
樹
種
構
成
と
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
流
た
め
池
の
管
理
者
で

あ
る
地
元
の
土
地
改
良
区
が
主
体
と

な
り
、
平
成
二
十
三
年
か
ら
地
元
の

小
学
生
に
よ
る
植
樹
活
動
が
毎
年
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
活
動
の
場
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
事

業
終
了
後
も
、
当
地
区
で
は
下
刈
り

等
の
保
育
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
植
栽
木
の
樹
高
は
、
現
在
は
ま
だ

数
㍍
程
度
の
小
さ
な
も
の
ば
か
り
で

す
が
、
い
つ
の
日
か
、
田
畑
や
た
め

池
を
潤
す
立
派
な
森
林
に
戻
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）

吉田部長あいさつ

消波工
防潮堤本体工 植生基盤造成工

工事の概要

木製床固工

小学生による植樹活動
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みやぎの林業だより

　
県
で
は
、
三
月
一
日
か
ら
五
月

三
十
一
日
ま
で
山
火
事
予
防
運
動
を

行
う
予
定
で
す
。
例
年
、
春
先
は
雨
が

少
な
く
空
気
が
乾
燥
し
、
一
年
の
う

ち
で
最
も
山
火
事
が
発
生
し
や
す
い

時
期
と
な
り
ま
す
。
昨
年
、
県
内
で
は

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
二
十
六
件

の
山
火
事
が
発
生
し
、
約
七
㌶
の
森

林
が
焼
損
し
ま
し
た（
図
一
）。

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す（
図
二
）。

　「
乾
燥
し
て
い
る
と
き
や
風
の
強
い

日
に
は
た
き
火
を
し
な
い
」「
燃
え
や

す
い
落
ち
葉
や
枯
れ
草
の
近
く
で
た

き
火
を
し
な
い
」「
た
き
火
の
場
を
離

れ
ず
最
後
は
消
火
を
確
認
す
る
」「
た

ば
こ
の
吸
い
殻
は
投
げ
捨
て
な
い
」な

ど
、一
人
一
人
が
気
を
つ
け
る
こ
と
で

山
火
事
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら

二
十
七
年
度
ま
で
の
二
年
間
、
拡
大

す
る
松
く
い
虫
被
害
か
ら「
特
別
名

勝
松
島
地
域
」の
景
観
を
形
成
す
る

マ
ツ
林
を
守
る
た
め
、
み
や
ぎ
環
境

税
を
活
用
し
、
松
く
い
虫
被
害
や
ウ

ミ
ネ
コ
等
海
鳥
の
糞
害
に
よ
り
植
生

荒
廃
が
進
む
島
し
ょ
部
に
お
い
て
新

た
な
マ
ツ
林
の
再
生
技
術（
植
栽
・
定

着
）を
検
討
し
、
観
光
船
航
路
上
に
あ

り
景
観
上
優
先
的
な
対
策
が
必
要
な

島（
布
袋
島
・
恵
比
寿
島
・
大
黒
島
・

毘
沙
門
島
・
伊
勢
島
）を
対
象
に
、
モ

デ
ル
施
工
及
び
新
技
術
に
よ
る
マ
ツ

の
植
栽
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
植
生
や
土
壌
調
査
の

ほ
か
、
松
く
い
虫
抵
抗
性
の
マ
ツ
を

三
百
本
程
度
植
栽
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
現
場
で
は
、
海
鳥
の
糞
等
の

影
響
で
土
壌
の
酸
性
化
が
進
ん
だ
り
、

表
土
そ
の
も
の
が
流
出
す
る
な
ど
、

植
栽
が
困
難
な
箇
所
が
多
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
海
鳥
対
策
や
土
壌
改
良

等
の
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
作
業
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
松
島
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
振
興

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、
宮
城

の
豊
か
な
自
然
環
境
の
象
徴
で
あ
り
、

本
県
が
誇
る
地
域
固
有
の
財
産
で
あ

る「
松
島
」の
景
観
を
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
、マ
ツ
林
の
再
生

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

松
島
湾
の
マ
ツ
林
再
生
中

（
森
林
整
備
課
森
林
育
成
班
）

  
春
の
山
火
事
に

　 
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
判
明
し
て
い
る
原
因
で
は
、
例
年

農
作
業
等
に
よ
る
た
き
火
が
最
も
多

く
、
小
さ
な
不
注
意
か
ら
発
生
し
て

　
山
火
事
は
一
度
発
生
す
る
と
消
火

が
難
し
く
、
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
昨
年
は
他
県
に
お
い
て

百
㌶
を
超
え
る
山
火
事
も
発
生
し
ま

し
た
。

　
宮
城
の
美
し
い
森
林
を
守
る
た
め
、

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
！（

森
林
整
備
課
森
林
育
成
班
）

図2：原因別発生件数平成27年山火事予防ポスター
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図１：平成26年月別発生件数

マツ林の再生を進めていく布袋島(松島町)
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植
栽
困
難
地
で
再
生
を
図
る
～
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みやぎの林業だより

　
近
年
、
ク
マ
に
よ
る
ス
ギ
の
皮
剥

ぎ
被
害
が
増
加
し
て
お
り
、
当
事
務

所
管
内
で
も
大
和
町
西
部
で
顕
著
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
マ
剥
ぎ
被
害
は
、
完
満
な
立
木

ほ
ど
発
生
率
が
高
い
と
報
告
さ
れ

て
お
り
、
適
正
な
人
工
林
管
理
を
行

い
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
収
穫
期
を

迎
え
た
熱
心
な
森
林
所
有
者
に
と
っ

て
、
看
過
で
き
な
い
問
題
で
す
。

　
そ
こ
で
当
事
務
所
で
は
、
昨
年
七

月
に
大
和
町
内
の
大
規
模
森
林
所

有
者
や
町
、
森
林
組
合
な
ど
を
対
象

に
、
ク
マ
剥
ぎ
被
害
防
止
に
効
果
が

あ
る
資
材
設
置
を
進
め
る
現
地
研

修
会
を
実
施
し
、
被
害
対
策
実
践
の

重
要
性
を
啓
発
し
ま
し
た
。
当
日
は

全
国
で
設
置
実
績
が
あ
る
資
材
メ
ー

カ
ー
社
員
を
講
師
に
迎
え
、
約
二
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
参
加
者
の
中
に
は
、

補
助
事
業
を
活
用
し
て
約
十
八
㌶
の

ス
ギ
人
工
林
に
約
九
〇
〇
〇
枚
の
被

害
防
止
資
材
を
設
置
す
る
な
ど
、
早

速
、
研
修
会
の
効
果
が
現
わ
れ
、
地

域
に
獣
害
対
策
へ
の
意
識
が
一
層
高

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
被
害
防
止
資
材
は
一
枚
約
四
百
円

と
ま
だ
高
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
対
策
を
行
っ
た
林
分
を
定
点
調
査

地
と
し
て
、
よ
り
効
果
的
で
低
コ
ス

ト
な
設
置
間
隔
や
、
密
度
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
多
く
の
森
林
所

有
者
が
対
策
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
情

報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）

　
園
芸
用
プ
ラ
ン
タ
ー
を
用
い
た

 

　オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
タ
ケ
の
栽
培
に
挑
む
！！

　
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
タ
ケ
は
、
八
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
ス
ギ
林
等
で
見
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
、
白
色
の
大
型

き
の
こ
で
す
。
柔
ら
か
な
歯
ご
た
え

と
濃
厚
な
出
汁
が
と
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
に
よ
っ
て
は
人
気
の
高
い

食
用
き
の
こ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
、
ス

ギ
林
内
で
の
野
外
栽
培
試
験
を
実
施

し
、
数
年
に
わ
た
っ
て
き
の
こ
の
発

生
を
確
認
す
る
な
ど
、
一
定
の
成
果

を
得
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射

性
物
質
の
拡
散
に
よ
る
影
響
を
考
慮

し
、
屋
内
で
簡
易
栽
培
方
法
を
研
究

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
栽
培
方
法
と
し
て
は
、
当
セ
ン

タ
ー
内
で
培
養
し
た
菌
床（
菌
の
塊
）

を
バ
ー
ク
堆
肥（
樹
皮
を
発
酵
さ
せ

た
土
壌
改
良
材
）と
共
に
プ
ラ
ン

タ
ー
に
埋
設
し
、
直
射
日
光
の
当
た

ら
な
い
軒
下
や
物
置
に
設
置
し
ま

す
。
高
温
や
乾
燥
に
注
意
し
な
が
ら

定
期
的
に
散
水
し
、
菌
糸
の
伸
長
を

促
し
た
結
果
、
試
験
開
始
か
ら
一
年

半
が
経
過
し
た
現
在
で
は
、
プ
ラ
ン

研
究
情
報
コ
ー
ナ
ー

タ
ー
表
面
の
大
部
分
を
菌
糸
が
覆
い

尽
く
す
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
散
水
や
温
度
管
理
に

よ
っ
て
き
の
こ
の
発
生
を
促
す
ほ

か
、
適
切
な
プ
ラ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ズ

や
菌
床
の
埋
設
時
期
、
き
の
こ
に

と
っ
て
良
好
な
温
湿
度
の
把
握
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
ま
す
。

　（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
支
援
部
）

ク
マ
に
よ
る
皮
剥
ぎ
被
害
対
策

スギ林内で収穫したオオイチョウタケプランターに広がる菌糸

被害により枯死したスギ

生分解性プラスチック使用で自然分解される素材

効果は
５年以上
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みやぎの林業だより

　
昨
年
十
月
四
日
、
宮
城
県
栗
原
市

栗
駒
沼
倉
深
山
岳
国
有
林
に
お
い

て
、
第
五
回
栗
原
市
復
興
ふ
る
さ
と

植
樹
活
動
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
植
樹
活
動
が
開
催
さ
れ
た
深
山
岳

国
有
林
及
び
周
囲
の
山
林
等
は
、
平

成
二
十
年
六
月
に
発
生
し
た「
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
」に
お
い
て
甚
大
な

被
害
に
遭
っ
た
地
域
で
、
植
栽
箇
所

は
地
震
に
よ
り
大
崩
落
を
起
こ
し
た

荒
砥
沢
ダ
ム
の
上
流
部
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

　
本
植
樹
活
動
は
、
被
災
前
の
動
物

た
ち
が
行
き
交
う
多
様
性
の
あ
る
豊

か
な
森
林
を
早
期
に
再
生
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
仙
台
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
森
林
と
の
共
生
を
考
え
る
会
」と
の

共
催
に
よ
り
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

行
わ
れ
て
お
り
、
宮
城
県
北
部
地
方

振
興
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
、
栗

原
市
、
栗
駒
の
自
然
を
守
る
会
、
耕

英
地
区
振
興
協
議
会
の
後
援
を
頂

い
て
、
今
年
で
五
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
県
内
各
地
か
ら
七
十
七

名
が
参
加
者
し
、
秋
晴
れ
の
下
、
全

て
周
辺
の
山
か
ら
採
取
し
た
山
取
苗

及
び
実
生
か
ら
育
て
た
ブ
ナ
・
ヤ
マ

森
林
管
理
署
情
報

森
林
管
理
署
情
報

モ
ミ
ジ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹

苗
木
約
二
○
○
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。
植
栽
箇
所
は
、
土
砂
崩
壊
復
旧

工
事
箇
所
跡
地
で
粘
土
質
の
堅
密
土

壌
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
参
加
者
た

ち
は
、
全
員
額
に
汗
し
な
が
ら
固
い

地
面
に
鍬
を
振
る
っ
て
い
ま
し
た
。

　
植
栽
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は

「
地
面
が
固
く
て
大
変
だ
っ
た
が
、

大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
」「
一
回
目

か
ら
参
加
し
て
い
る
が
、
少
し
ず
つ

緑
が
濃
く
な
っ
て
い
る
」と
の
意
見

も
聞
か
れ
、
当
署
と
し
て
も
引
き
続

き
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
本
活
動
を
更
に
充
実
し
た
も
の

に
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

栗
原
市
ふ
る
さ
と
復
興
植
樹
活
動

（
宮
城
北
部
森
林
管
理
署
）

被
災
国
有
林
に
よ
る
防
災
貢
献

に
つ
い
て

　
宮
城
北
部
森
林
管
理
署
の
管
内
の

森
林
は
、「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」

及
び「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」

と
、
短
期
間
の
う
ち
に
二
度
の
大
地

震
に
見
舞
わ
れ
た
唯
一
の
国
有
林
で

す
。
特
に
、
平
成
二
十
年
に
発
生
し

た「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」で
は
、

山
腹
崩
壊
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
等

の
山
地
災
害
や
河
道
閉
塞
が
至
る
と

こ
ろ
で
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に

は
、
荒
砥
沢
の
よ
う
に
国
内
最
大
級

の
地
す
べ
り
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
有
林
に
は
、
治
山
工
事

等
に
よ
っ
て
復
旧
し
た
林
地
の
ほ
か

に
、
天
然
力
を
活
用
し
自
然
の
推
移

に
ゆ
だ
ね
る
森
林
も
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
一
般
に
、
工
事
車
両
が
往
来
し
、

危
険
な
箇
所
も
多
い
被
災
国
有
林

は
、
署
に
お
い
て
入
林
制
限
を
か
け

ま
す
が
、
災
害
を
目
の
当
た
り
に
で

き
る
箇
所
は
ほ
か
に
は
な
い
た
め
、

防
災
・
研
究
等
に
限
り
入
林
を
許
可

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
お
い
て
も
、
復
旧
・
復
興
工
事
の

ほ
か
、
災
害
研
究
、
防
災
教
育
、
報

道
な
ど
様
々
な
分
野
の
方
が
現
地
を

訪
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
中
国
、
台
湾
な
ど
の
海

（
宮
城
北
部
森
林
管
理
署
）

外
行
政
関
係
者
を
招
い
た
ほ
か
、
国

土
交
通
省
の
緊
急
災
害
派
遣
隊
研
修

や
砂
防
学
会
で
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド

に
活
用
さ
れ
、
延
べ
六
○
○
名
が
現

地
を
体
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年

三
月
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
国
連

防
災
世
界
会
議
に
お
い
て
は
、
現
地

見
学
等
を
通
じ
て
被
災
や
復
旧
・
復

興
状
況
を
発
信
す
る
予
定
で
す
。

　
国
有
林
で
は
、
地
域
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
、
引
き
続
き
治
山
工
事

な
ど
を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
国
内

外
で
の
防
災
・
減
災
に
つ
な
が
る
よ

う
協
力
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

多くの方に参加いただきました

研修や研究のフィールド等
様々な場面で活用されています
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みやぎの林業だより

1月 2月 5月4月3月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

円/ｍ3

14,000

11,000

12,000

13,000

10,000

9,000

8,000

7,000

平成24年

平成22年

平成27年

平成23年

平成25年
平成26年

5月4月1月 2月 3月 12月 平均11月10月7月 8月 9月6月
500

700

1,200
1,100

900
1,000

800

600

平成25年

円/㎏

平成23年

平成27年
平成26年

平成22年

平成24年

木 材 市 況 の 動 向

特 産 市 況 の 動 向

樹種 材長
   m

径 級
　　　cm

価格 （中値　単位：円／㎥）
仙南 石巻 仙北 東和 大衡 津山

ス

ギ

　3.00
14〜16 － － － 9,000 10,800 －
16〜30 10,800 9,000 － － － －
20〜30 － － － － － 10,080

　4.00

10〜13直曲 9,000 10,080 10,800 10,800 10,800 10,800
14〜18 10,080 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800
20〜28 － 10,800 10,800 10,080 － －
30上 － 11,520 11,520 11,520 － －

3.65　
〜4.00

20〜28 10,800 － － － 10,800 10,800
30上 10,800 － － － 11,520 11,520

　1.95 16上 6,120 6,120 6,120 6,120 6,120 6,120

年　次 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平成22年 936 840 783 760 710 661 667 786 810 791 843 938 

平成23年 924 862 778 758 740 773 754 797 868 861 867 975 

平成24年 939 875 798 755 611 711 707 785 829 882 835 1,004 

平成25年 989 918 890 814 827 730 730 802 840 880 903 1,009 

平成26年 1,010 1,001 917 781 851 859 891 912 911 874 981 1,094

平成27年 1,144

資料：県森林組合連合会

資料：仙台中央卸売市場

素材：県森連共販所
　　　市況（平均価格）

表2　生しいたけ価格の市況

表１　各共販所別木材市況（平成27年1月）

図１　素材価格の動き

図２　生しいたけ価格の動向

単位：円／kg

項　　　目 総　数 木造戸数 非木造戸数 木造率（％）

平成26年12月（戸） 1,733 1,224 509 70.6 
平成25年12月（戸） 2,840 1,824 1,016 64.2 
前年同月比（％） 61.0 67.1 50.1 ―

平成26年1月〜26年12月（戸） 26,039 15,248 10,791 58.6 
平成25年1月〜25年12月（戸） 24,163 16,092 8,071 66.6 

前年同期比（％） 107.8 94.8 133.7 ―

表3　宮城県の新設住宅着工戸数（平成26年12月）

資料：住宅着工統計

新設住宅着工戸数
　新設着工数，木造戸数，非
木造戸数とも対前年同月比較
で減少している。
　1月から12月の累計では
対前年比で総数は増えている
が，木造戸数は減少している。

素材動向
　各センターは昨年から材不
足が続いており，各製材所は在
庫確保に苦慮しているが，価格
は昨年12月から4.00m小丸
太を中心に値下がり傾向が続
いている。中目材以上は横這い
で推移しており，今後も大きな
変動はないと思われる。

（宮城県森林組合連合会）

・平成24年分県産平均価格＝811円/kg
・平成25年分県産平均価格＝861円/kg
・平成26年分県産平均価格＝924円/kg
・平成24年は，原木しいたけ（露地）が出荷制
限指示を受けたこと等にともない価格は下
落したが，平成25年から持ち直し傾向とな
り，平成26年次は対前年比＋63円と震災
前を上回る価格にまで回復している。

・平成26年次の県産生しいたけの入荷量は
443.5ｔであり，前年から27.5ｔ増加した。

・平成26年次の県産生しいたけの市場占有率
は75％であり，前年から11ポイント増加
した。

概　況

概　況

概　況
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みやぎの林業だより

〒989-1601
宮城県柴田郡柴田町船岡中央 1-9-12
TEL（0224）58-1100　FAX（0224）58-2252

www.web-sakamoto.co.jp

明治41年創業
～100年かける家づくり～

自然との共生循環をテーマに、
　　私たちは森を愛し大切に育てています。

国産材(生産販売)、木材チップ生産
製 材 業 、 伐 出 造 林 請 負

代表取締役　亀 山 征 弘

宮城十條林産株式会社

本 社

営 業 所

工 場

関連会社

〒980‐0871

仙台市青葉区八幡3丁目2番7号

　仙台(022)261ー2151(代)　FAX(022)261ー2150

気仙沼･栗駒･飯野川･大和･白石･郡山・岩出山

気仙沼･栗駒･白石・岩出山

宮十運輸株式会社・宮十造園土木株式会社

株式会社宮城環境保全研究所

一般社団法人  宮 城 県 林 業 公 社

森林は大切な資源です
森林整備を通して

美しい森林を未来に伝えます

〒981-0914　仙台市青葉区堤通雨宮町4－17
TEL（022）275-9171　FAX（022）275-9172
E-mail：miya-rin@violin.ocn.ne.jp　　http://www16.ocn.ne.jp/̃miya-rin/

（森林整備法人）

代表理事

専務理事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

亀　山　征　弘
亀　山　武　弘
小　山　松　夫
佐々木　市　夫
阿　部　　　貢
小　澤　幸　三

〒980‐0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022(261)2151　FAX　022(261)215０

宮城県木材チップ協同組合宮城県木材チップ協同組合
会　長

副会長

副会長

副会長

副会長

奥　津　文　男
亀　山　征　弘
永　井　政　雄
米　澤　光　秀
山　形　喜　昭
ほか理事一同

〒980‐0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022（261）2151

宮城県木材チップ工業会

代 表 理 事

事 務 局 長

尾　花　健喜智

佐々木　治　樹

〒989-6165　大崎市古川十日町４番１４号
TEL（0229）22-1281
FAX（0229）22-1281

E-mail : sasakimi@proof.ocn.ne.jp

一般財団法人 佐々君治山報恩会
見て触れて 住んでしみじみ 木の住まい

宮 城 県 木 材 協 同 組 合

宮城県木材需要拡大協議会

〒981‐0908　仙台市青葉区東照宮1－8－8

TEL：022－233－2883　FAX：022－275－4936

会　長　高　橋　義　宣

会　長　佐　藤　豊　彦
みやぎ材利用センター

理事長　佐　藤　豊　彦
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みやぎの林業だより

今植えた  小さなその芽が  大きな未来 （平成27年　国土緑化運動標語）

春期募金期間 4月1日～5月31日 秋期募金期間 9月1日～10月31日

緑の募金
事務所、店舗等カウンターへの
「緑の募金箱」の設置

〒981-0914  仙台市青葉区堤通雨宮町4-17  宮城県仙台合同庁舎内
公益社団法人宮城県緑化推進委員会
TEL.022-301-7501  FAX.022-301-7502

にご協力ください

次代へ進むメーカーと共に技術で、商品で、ニーズに応えます。
製材機械・木工機械・林業機械・プレカット・集成材プラント・乾燥機は

信 頼 の 高 い 筒 井 鋼 機 株 式 会 社 へ

筒 井 鋼 機 株 式 会 社
本 社
盛岡営業所
郡山営業所

仙台市青葉区花京院二丁目2－22
盛岡市青山四丁目47－32
郡山市田村町金屋字新家34－1

TEL022－224－1261・FAX022－265－9231
TEL019－641－7713・FAX019－641－7807
TEL024－944－5912・FAX024－943－5987

E-mai l   info@tutu ikok i .co . jp
U R L  http ://www.tutu ikok i .co . jp 

地域林業の活性化と農山村地域の振興・発展に貢献

仙台市青葉区上杉2丁目4－46　宮城県森林組合会館内
TEL／FAX　022－217－4307

〒980－0011　

林業従事者の退職金共済・社会保険への助成，林業就業支援講習・ 「緑の雇用」
現場技能者育成研修・森林・林業人材育成加速化事業等の実施，就業相談会の
開催，林業関係雇用情報の収集と無料職業紹介等を行っています。

公益財団法人　みやぎ林業活性化基金
宮城県林業労働力確保支援センター
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発
　
　
行
　
宮
城
県
林
業
振
興
協
会
　
仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四
番
十
七
号
　
☎
〇
二
二
―
三
〇
一
―
七
五
〇
一

編
集
協
力
　
宮
城
県
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課

「公益信託  農林中金森林再生基金」（農中森力基金 ）等を通じ、
森林の公益性発揮を目指した活動を積極的に支援していきます。

〒980－0011 仙台市青葉区上杉一丁目２番16号（JAビル宮城内）　☎022（711）7531㈹

農林中央金庫　仙台支店

もりぢから

私たちは森林づくりのプロフェッショナルです。ご相談はお近くの森林組合に！

宮城県森林組合連合会
森林組合系統の新しいロゴマークです 仙台市青葉区上杉２丁目４-４６

TEL022-225-5991　FAX022-225-5994

■樹木の枝や根の有効利用は　　ウッドリサイクルセンター　022-345-6041

■優良みやぎ材の原木は
仙 南 木 材 セ ンタ ー
大 衡 綜 合 セ ンタ ー
岩出山木材センター

0224-65-2166
022-345-2205
0229-72-1877

東 和 木 材 セ ン タ ー
津 山 木 材 セ ン タ ー

0220-45-2240
0225-68-3038

◎山林用苗木生産、海岸防災林復旧事業用抵抗性クロマツ苗木生産

組合長　太　田　清　蔵

〒980－0011 仙台市青葉区上杉二丁目4番46号
TEL （022）222－3661　FAX （022）222－3688

宮城県農林種苗農業協同組合

GR現代林業 林業新知識
B5判　24頁
年間購読料 2,800円（送料込み）

A5判　80頁
年間購読料 5,200円（送料込み）

山 林
A5判　66頁
年間購読料 3,500円（送料込み）

平成27年度の
購読申込受付中！！林業の今を伝える月刊誌今

〒981-0914 仙台市青葉区堤通雨宮町4-17
　　　　　　  宮城県仙台合同庁舎10階

宮城県林業振興協会

TEL 022-301-7501
FAX 022-301-7502

図書の申込、問い合わせは
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